
 

 

 

 

 

○ 本年３月４日に夕張市の財政再生計画の変更に同意したが、その後に発生

した新たな事情に早急に対応するため、財政再生計画に計上した平成２６年

度分の歳入・歳出額を変更するもの。 

 

○ 変更に伴い必要となる財源については、新たな歳入の確保及び歳出の抑制

により対応することとしており、財政再生計画の主要部分である計画期間、

財政再生の基本方針並びに財政の再生に必要な計画及び歳入又は歳出の増減

額については変更はない。 

 

Ⅰ 財政再生計画の歳入・歳出額の変更における主な内容  

 

１ 主な変更事項 

 

（１）高松ズリ山対策事業（＋４９百万円） 

   融雪後の湧水により、ズリ（不純物や土砂が混入した石炭）山の一部の崩壊

並びに土砂の流出が発生しており、下流域への土砂の流出の恐れがあるため、

早急に土砂の除去及び排水設備等の対策を実施するもの。 

（財源）一般財源４９百万円 

 

（２）診療所事業会計繰出金（非常用発電機更新）（＋１８百万円） 

市立診療所に設置されている非常用発電機のうち１機について老朽化が原因

で故障したため、更新するもの。 

  （財源）過疎対策事業債（ハード分）１８百万円 

 

（３）民間賃貸住宅建設促進事業（＋１１百万円） 

   民間賃貸住宅の建設を促進するため、民間事業者が購入を希望している市有

地において、老朽化した給排水設備の改良を実施するもの。 

  （財源）空知産炭地域新産業創造等補助金１０百万円、幸福の黄色いハンカチ

基金繰入金１百万円 

 

※ 変更に必要となる一般財源については、財政調整基金繰入金により対応する

ため、財政再生計画の主要部分である計画期間等への影響はない。 
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２ 性質別歳入・歳出の増減 

 

【一般会計】 

 

（１）歳入 

   国・道支出金の増（＋１２百万円）、繰入金の増（＋６０百万円）、地方債

の増（＋２３百万円）、その他の増（＋１５百万円）により１１０百万円の増 

（２）歳出 

   物件費の増（＋１１百万円）、扶助費の増（＋４百万円）、建設事業費の増

（＋５５百万円）、繰出金の増（＋２５百万円）、その他の増（＋１４百万円）

により１１０百万円の増 

 

【診療所事業会計】 

 

（１）歳入 

   繰入金の増により２５百万円の増 

（２）歳出 

   物件費の増（＋７百万円）、建設事業費の増（＋１８百万円）により 

２５百万円の増 
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